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平成25年度　  同窓会一般会計予算
　

平
成
25
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
が

5
月
18
日（
土
）に
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
久
保
会
長
は
挨
拶
で
最
初
に
、

長
年
同
窓
会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

北
澤
忠
義
先
生
が
3
月
2
日
に
86
歳

で
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
哀

悼
の
意
を
表
わ
し
た
。
ま
た
今
年
は

同
窓
会
東
京
支
部
が
設
立
60
周
年
に

な
り
5
月
25
日
に
記
念
総
会
が
行
わ

れ
る
こ
と
、
東
海
支
部
総
会
が
9
月

14
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
大

勢
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
在
校
生

に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
続
い
て
野
球

部
を
は
じ
め
各
部
の
活
躍
へ
の
期
待

を
述
べ
た
。
倉
田
学
校
長
は
県
全
体

で
い
じ
め
と
体
罰
の
根
絶
を
目
ざ
し

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
本
校
で
も
全

校
集
会
を
通
し
て
防
止
に
努
め
た
い

と
述
べ
た
。
ま
た
同
時
に
諏
訪
実
生

と
し
て
好
ま
し
い
身
だ
し
な
み
、
言

葉
づ
か
い
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と

話
し
た
。
商
業
科
全
生
徒
に
よ
る
販

売
実
習
と
小
学
生
を
対
象
と
し
た
キ

ッ
ズ
を
11
月
30
日
と
12
月
1
日
に
行

う
こ
と
、
服
飾
科
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
7
月
の
科
ノ
葉
祭
と
来
年

2
月
の
課
題
研
究
発
表
会
で
も
そ
の

一
部
と
し
て
行
う
こ
と
を
述
べ
、
同

窓
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
小
口

東
海
支
部
長
は
9
月
の
支
部
総
会
へ

の
大
勢
の
出
席
を
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
議
長
に
宮
坂
正
義
氏
（
昭

32
年
卒
）
を
選
び
、
平
成
24
年
度
事

業
及
び
会
計
報
告
、
25
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
を
審
議
し
、
提
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
約
40
人
が

参
加
し
、
ま
ず
故
北
澤
忠
義
先
生
の

ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
た
。
宴

で
は
増
澤
三
平
先
生
と
竹
村
芳
房
先

生
か
ら
在
職
時
の
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
お
聞
き
し
、
そ
の
後
、
大
勢
の
先

輩
会
員
の
在
校
時
代
の
思
い
出
話
を

聞
い
た
。
初
め
て
聞
く
話
も
あ
り
楽

し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
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「
た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と

っ
て
下
さ
い
」「
特
別
警
報
」「
今
ま

で
に
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
！
」

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
聞
い
た
こ
と

の
な
い
言
葉
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま

し
た
。
諏
訪
湖
の
花
火
大
会
も
昭
和

24
年
の
開
催
以
来
初
め
て
「
今
ま
で

に
経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
雷
雨
」

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
同
窓

会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

度
も
5
月
18
日
ホ
テ
ル
「
ラ
コ
華
乃

井
」
に
お
き
ま
し
て
、
同
窓
会
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓

生
に
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
で
ご
承

認
を
頂
き
ま
し
た
本
年
度
の
事
業
等

は
、
諏
訪
実
業
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

一
読
を
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

又
同
窓
会
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。

　

本
年
度
は
東
京
支
部
が
昭
和
29
年

3
月
7
日
に
創
立
さ
れ
て
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
5
月
25
日
「
日
本
教

育
会
館
」
に
お
き
ま
し
て
、
60
周
年

記
念
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
よ
り
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆

様
、
学
校
側
よ
り
校
長
先
生
、
教
頭

先
生
、
又
恩
師
の
先
生
方
合
わ
せ
て

40
名
で
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
卒
業
生
で
も
あ
り
ま

す
「
原
田
泰
治
」
先
生
の
講
演
会
で

は
画
家
に
な
る
転
機
は
高
校
時
代
に

あ
っ
た
と
お
聞
き
し
、
母
校
が
今
の

自
分
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
か
、
画

家
の
道
を
志
し
て
か
ら
現
在
に
至
っ

た
体
験
な
ど
を
語
っ
て
頂
き
、
大
変

興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て

武
藤
支
部
長
を
は
じ
め
昨
年
よ
り
準

備
を
始
め
、
ご
苦
労
を
さ
れ
た
役
員

の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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催
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今
年
、
人
々
に
感
動
を
与
え
た
人

の
中
に
、
楽
天
の
星
野
監
督
と
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
佐
藤
真
海
さ

ん
が
い
る
。
東
北
の
人
々
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
野
球
を
知
ら
な
い
人
、

ス
ポ
ー
ツ
を
知
ら
な
い
人
に
も
感
動

と
勇
気
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
年
度
、
本
校
の
同
窓
会
も
総
会

か
ら
東
京
支
部
・
東
海
支
部
・
下
諏

訪
支
部
と
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
挨

拶
や
懇
談
の
中
に
ご
苦
労
さ
れ
た
こ

と
の
重
み
と
母
校
を
想
う
感
動
を
頂

き
ま
し
た
。

　
「
も
う
最
高
。
東
北
の
子
ど
も
達
、

全
国
の
子
ど
も
達
、
被
災
者
の
皆
さ

ん
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
選
手
達

を
褒
め
て
あ
げ
て
下
さ
い
。」

　
「
津
波
が
故
郷
を
襲
い
ま
し
た
。

（
中
略
）私
は
色
々
な
学
校
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
て
、
故
郷
に
持
ち

帰
り
、
私
自
身
の
経
験
を
人
々
に
話

し
ま
し
た
。（
中
略
）他
の
ア
ス
リ
ー

ト
と
自
信
を
取
り
戻
す
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
私
は
ス
ポ

ー
ツ
の
真
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。」

　

卒
業
生
の
活
躍
は
、
今
年
度
も
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
「
諏
実
」
を
形
成

し
、
色
々
な
場
面
に
生
き
て
い
ま
し

た
。
就
職
困
難
期
の
今
年
度
も
、
一

〇
月
ま
で
に
九
十
％
を
超
え
る
生
徒

が
内
定
を
頂
き
、
野
球
部
も
二
〇
年

ぶ
り
の
選
抜
県
大
会
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

伝
統
の
商
業
科
販
売
実
習
の
復
活

と
服
飾
科
の
学
習
成
果
発
表
会
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
学
習
の

成
果
を
表
現
す
る
場
で
す
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
専
門
高
校
を

知
る
良
い
機
会
と
考
え
ま
す
。「
お

も
て
な
し
」
の
言
葉
と
心
を
子
供
た

ち
に
届
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

星
野
監
督
は
、
更
に
「
勇
気
を
奮
い

立
た
せ
て
、
毎
日
戦
っ
て
い
く
。
弱

み
は
絶
対
見
せ
ち
ゃ
い
か
ん
。
選
手

は
い
つ
も
背
中
を
見
て
ま
す
か
ら
、

丸
ま
っ
た
背
中
に
な
っ
た
ら
駄
目
な

ん
で
す
。」と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
高
校
の
生
徒
と
し
て
活
躍
す

る
背
中
を
諏
訪
の
子
供
達
に
堂
々
と

見
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

最
近
、
人
口
減
少
社
会
、
少
子
化
、

高
齢
化
社
会
、
過
疎
化
、
独
居
老
人

等
の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
漠
然
と

し
た
不
安
を
感
じ
る
こ
と
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。
自
分
も
そ
ろ
そ
ろ
高
齢
者

の
入
口
に
立
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

進
路
指
導
を
し
て
い
る
と
、
希
望
や

期
待
感
で
満
た
さ
れ
る
時
が
あ
る
。

生
徒
諸
君
と
進
路
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
る
時
だ
。
今
年
も
百
人
に
迫
る

生
徒
が
こ
の
地
域
で
職
を
見
つ
け
て

旅
立
っ
て
行
く
。
百
人
で
あ
る
。
こ

ん
な
に
も
多
く
の
生
徒
を
地
域
に
送

り
出
せ
る
瞬
間
に
立
合
え
る
こ
と
。

そ
れ
は
慶
び
で
あ
る
。
地
域
を
担
う

有
能
な
人
材
。
若
い
労
働
力
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
に
必
要
な
も
の
が
、
全

部
こ
こ
に
あ
る
。
卒
業
生
が
地
域
の

経
済
を
支
え
、
先
輩
方
が
築
い
て
き

た
名
声
を
引
継
ぎ
、
地
域
の
文
化
や

伝
統
を
継
承
す
る
。
本
校
の
使
命
は

ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
地
域
か
ら
若

者
が
減
少
し
て
行
く
時
代
を
迎
え
、

本
校
の
重
要
性
や
評
価
が
一
段
と
増

し
て
く
る
、
そ
う
い
う
時
代
が
必
ず

や
っ
て
く
る
。
地
域
を
支
え
、
地
域

を
作
る
。
生
徒
の
将
来
を
思
う
と
同

時
に
、
自
分
の
責
任
の
重
さ
を
実
感

し
て
い
る
。

定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

会　

長　

大
久
保　

一
（
43
年
卒
）

副
会
長　

林　
　

清
次
（
31
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

河
西　

克
朗
（
32
年
卒
・
広
報
部
）

　

〃　
　

宮
下　

孝
正
（
34
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

伊
藤　

勝
郎
（
34
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

藤
澤　

輝
雄
（
36
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

武
井　

範
好
（
36
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

村
田
美
香
子
（
37
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

伊
藤　

久
典
（
43
年
卒
・
広
報
部
）

　

〃　
　

花
岡　

廣
子
（
43
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

新
妻
比
佐
志
（
53
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

増
澤　

義
治
（
57
年
卒
・
渉
外
部
）

監　

事　

岩
波　

政
雄
（
41
年
卒
）

　

〃　
　

三
井　

安
雄
（
47
年
卒
）

事
務
局　

阿
部　

金
光
（
49
年
卒
・
学
校
）

　

〃　
　

清
水　

亜
季
（
学
校
）

　

秋
の
叙
勲
で
、
関
寛
雄
さ
ん（
79
）

が
統
計
調
査
の
功
労
で
瑞
宝
単
光
章

を
、
牛
山
英
一
さ
ん（
72
）が
倉
庫
業

振
興
の
功
労
で
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

関
さ
ん
は
1
9
7
5
年
の
国
勢
調

査
を
振
り
出
し
に
、
各
種
統
計
調
査

員
と
し
て
35
年
間
従
事
し
て
き
た
。

菓
子
用
の
生
あ
ん
製
造
業
の
傍
ら
、

空
い
た
時
間
を
利
用
し
て
調
査
票
の

記
入
依
頼
と
回
収
に
諏
訪
市
内
全
域

を
回
っ
た
。「
期
日
は
必
ず
守
る
」が

モ
ッ
ト
ー
。「
几
帳
面
な
性
格
が
地

道
な
作
業
に
生
き
た
」と
振
り
返
る
。

最
多
の
30
回
を
数
え
る
工
業
統
計
調

査
は
、
年
末
の
稼
業
の
繁
忙
期
と
重

な
り
、
苦
労
が
増
し
た
。
納
品
用
の

製
造
を
早
朝
ま
で
に
済
ま
せ
、
日
中

に
雪
道
を
進
み
な
が
ら
1
軒
ず
つ
事

業
所
を
訪
ね
歩
い
た
。
夜
を
徹
し
て

整
理
作
業
を
続
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
統
計
調
査
に
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
国
か
ら
3
回
、
県

か
ら
1
回
表
彰
さ
れ
た
。
今
回
の
受

章
に
つ
い
て
、「
お
世
話
に
な
り
、

協
力
し
て
も
ら
っ
た
皆
様
に
礼
を
言

い
た
い
」
と
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を

表
さ
れ
た
。

　

牛
山
さ
ん
は
1
9
6
0
年
、
現
在

社
長
を
務
め
る
諏
訪
倉
庫
に
入
社
。

繭
、
葉
タ
バ
コ
、
精
密
機
械
、
食
品

や
飲
料
水
へ
と
取
扱
商
品
が
変
わ
る

中
、
県
内
施
設
の
拡
充
、
関
東
圏
へ

の
進
出
と
い
っ
た
重
要
案
件
を
成
功

に
導
い
た
。
12
年
に
は
県
倉
庫
協
会

の
会
長
に
就
任
。
災
害
に
強
い
物
流

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
茅
野

市
湖
東
出
身
。
高
校
卒
業
後
に
入
社

し
、
総
務
、
庶
務
、
経
理
畑
を
歩
ん

だ
。
経
営
陣
に
加
わ
っ
た
後
に
取
り

組
ん
だ
松
本
支
店
開
設
、
前
橋
支
店

開
設
は
そ
の
後
の
会
社
の
収
益
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
県
倉
庫

協
会
で
は
14
年
間
、
理
事
兼
事
務
局

長
と
し
て
実
務
を
取
り
仕
切
っ
た
。

現
在
取
り
組
む
災
害
に
強
い
物
流
の

構
築
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と

し
て
緊
急
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
施

設
の
不
足
な
ど
を
指
摘
。
災
害
発
生

か
ら
72
時
間
を
重
要
と
し
、
対
応
策

の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
受
章
に
つ

い
て「
大
変
な
名
誉
。
多
く
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
し
た
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

ま
た
、
高
校
時
代
の
思
い
出
と
し
て

三
年
間
図
書
委
員
を
務
め
た
こ
と
と

文
化
祭
で
良
寛
の
劇
を
や
っ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
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